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令和 5年度 横浜デジタルアーツ専門学校 学校関係者評価委員会報告書 

（令和 5年 4 月～令和 6 年 3 月） 

 

０．実施状況 

校長指示の下、教務部長が自己評価表を作成し、教職員リーダー9名でそれぞれの項目について点

検、評価を行い、取りまとめを行った。評価は、「1（不適切）～4（適切）」の 4 段階評価とし、併

せて、可能な限り根拠や課題を明示するように努めた。  

自己評価を実施後、専門分野における業界関係者、卒業生、接続がある学校関係者らから組織される

学校関係者評価委員会を開催。自己評価報告に基づき、委員に評価・意見を求めた。指摘された改善

点について、あるいはその後の学校運営の進捗により必要となった課題について、改めて教務部で検

討を行い、対応を進めている。 

 

１．開催日時 

令和 6年 10 月 8 日（火）13：00～14：30 

 

２．学校関係者評価委員 

樋口一孝氏  校長   神奈川県立神奈川産業高等学校 校長 

菊池匡文氏 企業等委員  横須賀商工会議所 専務理事 

北川貴和子氏 企業等委員・卒業生 株式会社高陽印刷所 取締役 

小峰正仁氏 企業等委員  株式会社ブルーム 代表取締役 

上坂伸夫氏 企業等委員  株式会社フジパシフィックミュージック エグゼクティブプロデューサー 

 

３．出席教職員 

山上 紀彦 グループ長  藤原 光洋 教務チーム 課長補佐 

村田 恒 技監      宮下 隆友己 教務チーム 課長補佐 

髙内 一平 教務チーム GL   坂口 雅子 教務チーム 課長補佐 

指澤 祐二 教務チーム SL   木村 稔 教務チーム 上席専門官 

鈴木 伸也 経営管理チーム 主査 高原 誠 教務チーム 主任 
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３．自己評価報告と学校関係者評価・意見、及びその後の対応状況 

令和 5年 4 月 1 日より令和 6年 3 月 31 日までの学校運営についての自己評価報告、委員の意見、

ならびに意見を踏まえた対応は以下のとおり。 

 

（１）教育理念・目標 

＜報告＞ 

・教育理念・目標は、「高度な技術力の習得・プレゼンテーション能力の育成・豊かな人間性の涵

養」。 

・学生に科目毎のシラバスを作成・配布。非常勤講師との意識統一、教育レベル安定のために、

講師ミーティング、日々の授業後等において、周知徹底している。 

・R3 年度より 3つのポリシーも制定し、入学案内、募集要項に記載している。 

＜評価・意見＞  

（特になし）  

＜対応＞ 

前期後期で年 2 回、教育課程編成委員会を開催し、委員の意見を集約する。令和 5年度は 8 月 

23 日、3 月 19 日に実施。具体的な教授方法、進捗状況などを確認する。 

 

（２）学校運営 

＜報告＞ 

・年度当初に事業計画・予算の策定。定期的な会議等により学校運営の進捗状況、課題等を全教

職員が把握。 

・学生数増に伴う業務に対応するため、令和 5年度 2名増員している。 

＜評価・意見＞ 

・特になし 

＜対応＞ 

・今後も適正な人事配置、業務の効率化を図っていく。 

 

（３）教育活動 

3)-1 カリキュラム（教育課程） 

＜報告＞ 

・「職業実践専門課程」として「教育課程編成委員会」を設置。カリキュラム変更は、神奈川県に

提出・承認。成績評価・単位認定は、シラバスに記載、学生へ周知。 

・ 企業連携講座を積極的に実施。 

・ 流行・トピック的な学習も必要と認識、選択授業「プラスα講座」を設定し、年度途中であっ

ても授業内容を柔軟に追加している。 

・ 教員が学生募集イベント、入学面接試験等に参加・担当することで、課題設定や学習スピード

等をカリキュラムに反映させるようにしている。 

＜評価・意見＞  
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・（特になし） 

＜対応＞ 

  ・引き続き業界や高校などのニーズを把握しながら適切なカリキュラムを構築していく。 

 

 (3)-2 教員の質確保・研修等 

＜報告＞ 

・教員の質については、学歴や業務経験、人物など総合的な基準を設けた採用。学生アンケート

（授業評価）実施、グループ・個人目標設定して改善。 

・教員の指導力育成のための外部セミナー、研修会等への参加義務付けている。 

＜評価・意見＞ 

・（特になし） 

＜対応＞ 

 ・教員研修については、各分野の教員に最新の技術動向についての研修に参加するよう、オンライ

ンでの研修への参加も積極的に奨励し、計画的に実施する。 

 

(3)-3 インターンシップ・成果発表等 

＜報告＞ 

・各学科で企業実習や企業との連携プロジェクトを積極的に継続実施している。 

・コミュニケーション能力の育成は、グループワークやプロジェクト型学習を取り入れること、

また外部講師による特別講座の実施等で向上を図っている。 

・インターンシップについては、各業界で企業主催のインターンシップが増加、参加人数も増加

してきている。 

・教育活動の公開については、前期発表会、後期の YDA EXHIBITIONでは、企業を招聘して学生作

品へのフィードバックを行った。 

＜評価・意見＞ 

  ・インターンシップについては、実施率だけでなく、受けたかった学生が受けられているか、希望

したが受けられなかった学生も把握していくことが重要。現状の数値には表れていないが、自発

的に動ける優秀な学生である可能性もある。インターンシップは学生が社会と触れあうことので

きる重要なタイミング。 

＜対応＞ 

 ・希望している学生が受けられているかどうか、在校生を対象に確認したい。 

 

（４）教育成果 

(4)-1 就職 

＜報告＞ 

・キャリア開発部職員が、学科担当者、担任と連携して学生の就職指導を行っている。求人票や

過去の就職活動のデータベース化などのシステムを構築。 

・令和 5年度卒業生の就職希望者の内定率は 93.0％。 
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・引き続き、インターンシップや正規の授業以外に特別授業を実施するなど弾力的、受験企業別

の対応を行い、就職実績向上を図る。  

＜評価・意見＞  

・就職支援のための専門部署があるとのことだが、就職指導する教職員が現状の企業ニーズを理

解できていないケースが懸念される。本当に企業が欲しがっている人材について知るために、

たとえば人事研修のような取り組みも有効。ぜひ検討して欲しい。 

・現場の感覚としては、専門的なスキルを有する人材の、一般職種における需要が非常に高い。

これまで一般職として一括りにしていた職種のカテゴリを見直すことで、学生たちの活躍の幅

を広げてあげることができるのではないか。 

＜対応＞ 

・就職支援の部署では、各分野の教員とも協力しながら、業界セミナーや研修等にも積極的に参

加を進めている。 

・一般職における専門関連職については、本校でも専門職の一部として扱うようルールの変更を

進めている。また４年制学科もできる中でも、職種の多様化、企業やフリーランスなどの進路

も多く出てくることが予想できる。こちらについてはある程度のルールを設けて就職と同様に

成果として扱えるよう検討を進めている。 

 

(4)-2 退学 

＜報告＞ 

・令和 5年度の退学率は 6.0%。 

R5年度はメンタル面の他、起立性調節障害などを持つ学生が増加。登校習慣があまりなく登校

できず出席不良、進級できず退学に至ったケースが増加した。 

＜評価・意見＞ 

  ・学生の就業に対する考え方が大きく変わってきていることが、ひいては退学率の上昇につなが

っているのではないか。就職ということだけでなく起業支援などにも取り組んでいる必要があ

るのではないか。 

・明確な将来像をイメージできている学生は自発的に物事を進めることができるようになってい

る。学生自身に「こうなりたい」というイメージを持たせることが退学率低下につながるので

はないか。 

＜対応＞ 

 ・学生の仕事に対する考え方の変化については大きな課題。就職率、専門就職率などの指標だけに

とらわれない進路指導のあり方が必要になっている。 

 ・指摘の通り、将来像をイメージさせることは重要。インターンシップなども活用して、将来像の

イメージを持たせる指導を強化していく。 

 

（５）学生支援 

＜報告＞ 

・メンタル面での不調を訴える学生の増加。本校ではカウンセラー1 名を採用、オンラインやメー
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ル等での対応も行っている。ほかにも、犯罪・薬物・消費トラブルなどの指導、震災・災害発生

時の対応などの指導。 

・経済的事情により就学継続できない学生増は、奨学金利用のサポートの強化、独自の学費分割納

入制度の導入・紹介もあり、改善している。 

・保護者への情報提供については、年間スケジュールに従い、成績、出欠状況を送付。 

・学生が主体的に取り組む学外での創作・演奏活動（作品販売、コンサート等）について、出展費

用など支援している。令和 4年度はコロナ禍後再開している。 

＜評価・意見＞  

・（特になし） 

 ＜対応＞ 

・引き続き、学生の主体的な活動を支援していく。 

 

（６）教育環境 

＜報告＞ 

・入学者全員に貸与するノート PC（作品制作ソフト）と併せて、教育設備・環境の整備に力を入

れている。 

＜評価・意見＞  

（特になし）  

＜対応＞ 

令和 6年度も引き続き教育環境の整備を進める予定。 

 

（７）学生募集 

＜報告＞ 

・年度当初に募集計画（募集人数、予算、広報媒体、イベント等）を定め、募集活動を行ってい

る。令和 6年度入学者はやや減少したものの、４年制学科が増えているため在籍数は増加して

いる。 

・学校見学や説明会、体験入学等、入学を検討するイベントを数多く実施。入学後のミスマッチ

（勘違い・思い込みによる入学）防止に努めている。 

＜評価・意見＞ 

（特になし） 

＜対応＞ 

引き続き、オープンキャンパスメニューとして、体験入学、作品見学＆学校説明会、進学資金説

明会、特別講座のほか、分野別の説明会を実施予定。 

 

（８）社会貢献 

＜報告＞ 

・神奈川県専修学校各種学校協会が主催する小中高校生向けにキャリア教育プログラムに参画。

主に夏休みを利用した講座で、毎回、多くの小中高校生が参加している。 
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・地域の様々な活動が推進されるなか、本校の体育館などの設備開放が求められてきており、学

校休業日に施設の貸し出しを行っている。 

・未来のクリエイターである中高生を対象にイラストコンテストを主催している。なかには授業

や部活動として取り組む高校もあり、評価されている。 

＜評価・意見＞  

（特になし）  

＜対応＞ 

・令和 6年度も引き続き、イラストコンテストを開催する予定。 

 

（９）財務 

＜報告＞ 

・入学者の確保に努め、入学者変動を抑えながら、収益事業を展開することで財政基盤の安定を

図っている。 

・人件費、広報費は、学園ガイドラインに従い、予算・収支計画を立案の上、執行しており、監

査は、監査人により実施しており、体制が確立されている。 

＜評価・意見＞  

（特になし）  

＜対応＞ 

引き続き、学校経営の安定化に努める。 

 

（10）法令等の遵守 

＜報告＞ 

・設置や運営に関わる法令は遵守しており、毎年 5月には県の現況調査を受けている。  

・「専修学校における学校評価ガイドライン」に従い、自己評価、学校関係者評価の体制を整備

し、実施、およびその結果について、ホームページにて公開している。  

＜評価・意見＞   

（特になし）  

＜対応＞ 

引き続き、法令遵守していく。 

 

以上 


